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燃
費
は
走
行
結
果
に
つ
い
て
く
る
も
の
で
す

保
持
キ
ロ
だ
け
で
燃
料
費
は
語
れ
ま
せ
ん
Ｈ

高
速
道
路
の
利
用
客
を
斡
旋
し
て
欲
し
い
も
の
で
す

最
近
、
出
庫
点
呼
時

に
や
た
ら
と

「保
持
キ

ロ

（燃
費
）
」
の
向
上

が
強
調
さ
れ
ま
す
。
燃

料
費
単
価
の
高
騰
を
受

け
て
、

「燃
料
費
削
減
」

の
観
点
か
ら
と
会
社
は

言
い
ま
す
が
、
果
た
し

て
本
当
に

「保
持
キ
ロ

（燃
費
）
」
ア
ッ
プ
＝

「燃
料
費
削
減
」
と
な

る
の
で
し
ょ
ンつ
か
…
Ｐ

そ
も
そ
も
、　
涙
箸
昼

と
い
う
も
の
は
、
加
減

速
の
繰
返
し
に
よ

っ
て

悪
化
す
る
も
の
で
す
か

ら
、
加
減
速
の
回
数
を

減
ら
せ
れ
ば
、
お
の
ず

と
数
値
は
良
く
な
り
ま

す
し
、
加
減
速
が
頻
繁

で
あ
れ
ば
、
数
値
は
悪

化
し
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
営
業
の
中

で
、
加
減
速
の
回
数
が

格
段
に
減
少
す
る
要
素

と
は
、
お
客
様
が
高
速

道
路
を
利
用
し
て
、
遠

方
ま
で
乗
車
し
て
く
れ

る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

お
客
様
に
高
速
道
路
の

利
用
を
強
要
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、

「燃
費
」

の
数
値
の
良
し
悪
し
は
、

ほ
と
ん
ど
が
お
客
様
次

第
な
の
で
す
。

「急
い

で
…
Ｈ
」
と
言
わ
れ
れ

ば
、
速
度
超
過
は
で
き

な
い
の
で
、
急
加
減
速

を
繰
返
し
て

「急
い
で

い
る
ふ
り
」
を
演
出
し

た
り
、

「燃
費
」
の
数

値
な
ん
て
考
え
て
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

空
車
走
行
時
の
努
力

範
囲
な
ど
、
た
か
が
知

れ
て
い
ま
す
。

あ
え
て
努
力
で
き
る

実
例
を
挙
げ
る
な
ら
、

夜
間
の
関
越
道
か
ら
の

帰
路
で
、
練
馬
イ
ン
タ
ー

で
は
降
り
ず
に
外
環
道

２５０
円
を
負
担
し
て
、
三

郷
ＪＣＴ
か
ら
首
都
高
で
都

心
に
帰
れ
ば
、
走
行
キ

ロ
も
稼
げ
ま
す
し

一
石

二
鳥
で
す
。
こ
の
場
合
、

銀
座
４
丁
目
交
差
点
～

ア
ク
セ
ル
ワ
ー
ク
ま
で
指
示
さ
れ
ち
ゃ
う
の
…
Ｐ

Ｐｃ
依
存
の
管
理
で
は
な
く
、
人
間
味
の
あ
る
管
理
を
Ｈ

を

一
周

（約
１
４

ｏ
２

ｋｍ
）
し
て
も
、　
ロ
ス
タ

イ
ム
は
１２
分
前
後
で
す
。

無
駄
な
走
行
で
捨
て

な
が
ら
走

っ
て
い
る
燃

料
費
を
無
視
し
て
、
燃

費
だ
け
に
注
目
す
る
の

は
本
末
転
倒
で
す
。

燃
費
は
走
行
結
果
と

し
て
つ
い
て
く
る
も
の

で
す
か
ら
、
そ
の
数
値

は
参
考
程
度
に
見
る
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

ＩＣ
カ
ー
ド
の
デ
ー
タ

か
ら
、
走
行
軌
跡
は
出

ま
す
が
、
道
路
状
況
や
、

周
囲
の
交
通
状
況
ま
で

は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

私
達
乗
務
員
は
コ
ン

ピ

ユ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

デ
ー
タ
依
存
の
管
理

で
、
実
態
を
把
握
で
き

て
い
る
と
考
え
る
の
は
、

危
険
過
ぎ
る
管
理
で
あ

る
こ
と
に
、
気
づ
い
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

凛
持
キ
ロ

（妖
箸
０
」

の
向
上
に
関
連
し
て
、

「
０
↓
４
０
ｋｍ
／
ｈ
加

速
に
１０
秒
か
け
る
よ
う

に
…
。
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

幹
線
道
路
に
於
い
て
、

大
多
数
の

一
般
車
は
、

０
↓
４
０
ｋｍ
／
ｈ
加
速

に
５
秒
程
度
し
か
か
け

て
い
ま
せ
ん
。

「
０
↓
４
０
ｋｍ
／
ｈ

加
速
に
１０
秒
か
け
る
よ

う
に
…
。
」
と
言

っ
て

い
る
管
理
職
は
、
自
ら

大
泉
イ
ン
タ
ー
間
で
比

較
す
る
と
、　
一
般
道
の

走
行
距
離
が
約
２
３
ｋｍ
、

耕
御
腱
に
馴
約ＪＣＴ
端
軸
ｍ

で
す
の
で
、
そ
の
差
約

２
８
ｋｍ
を
無
駄
に
走
り

ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど

ロ

ス
タ
イ
ム
は
発
生
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
神
奈
川
線
の

９００
円

エ
リ
ア
か
ら
都
心

に
入
り
、
都
心
環
状
線

の
運
転
で
実
践
し
て
い

る
の
で
し
ょ
ンっ
か
…
Ｐ

私
達
乗
務
員
は
１
回

の
乗
務
で
２０
時
間
近
く

運
転
す
る
訳
で
す
が
、

他
車
の
動
向
に
逆
ら

つ

て
２０
時
間
近
く
も
運
転

す
る
の
は
、
莫
大
な
ス

ト
レ
ス
に
な
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
は

「事
故

ｏ

苦
情

・
違
反
」
に
直
結

し
ま
す
。
ＰＣ
画
面
に
表

示
さ
れ
る
デ
ー
タ
ば
か

り
を
見
て
い
て
も
実
態

は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

【風
来
末
】

最
低
賃
金
と
生
活
保

護
と
憲
法
２５
条
。

三
題
話
し
で
す
。

憲
法
２５
条
は
、

『
す

べ
て
国
民
は
、
健
康
で

文
化
的
な
最
低
限
度

の

生
活
を
営
む
権
利
を
有

す
る
。
』

と
謳
っ
て
い
ま
す
。

私
達
の
仲
間

（神
奈

川
労
連
）
が
最
低
賃
金

を
下
回
る
現
状
を
、
国

と
神
奈
川
労
働
局
長
を

相
手
に
訴
え
ま
し
た
。

ひ
と
出
番
１８
時
間
か

ら
２０
時
間
、
月
２００
時
間

以
上
の
労
働
で
す
。

そ
れ
で
も
最
低
賃
金

以
下
の
給
料
で
す
。

生
活
保
護
で
受
給
で

き
る
金
額
は
、
住
ま
い

の
土
地
や
収
入
や
家
族

構
成
に
よ
り
異
な

っ
て

き
ま
す
。

４
人
家
族
で
東
京
都

（
１
級
地
）
な
ら
２６
万

９
千
円
が
生
活
保
護
金

額
で
す
。

給
与
明
細
に
総
労
働

時
間
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
給
料

の
支
給
総
額
を

総
労
働
時
間
で
割

っ
て

み
て
下
さ
い
。

簡
単
に
時
給
が
出
ま

す
。
残
業
代
も
含
ま
れ

て
の
時
給
で
す
。

親
に
も
、
子
に
も
恥

ず
か
し
く
て
言
え
な

い

賃
金
の
実
態
が
明
ら
か

に
な
り
ま
す
。

（破
人
）
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労
働
者
供
給
事
業
の
誤
解
を
解
く

《
労
供
事
業
は
労
働
組
合
が
行
う
事
業
で
す
》

労
働
者
供
給
事
業

（
労
供
）

は
職
業
安

定
法
第

４４
条
に
基
づ

い
て
労
働
組
合
が
行

う
事
業
で
す
。

こ
の
事
業
は
国
か

ら
許
可
を
受
け
た
労

働
組
合

で
し
か
行
う

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

同
法

４５
条
は

「
労

働
組
合
等
が
、
厚
生

労
働
大
臣

の
許
可
を

受
け
た
場
合

は
、
無

料

の
労
働
者
供
給
事

業
を
行
う

こ
と
が
出

来
る
」
と
し
て
い
ま

す
。
は
国
際
自
動
車
線

で

は
、
国
際
労
働
組
合

と
自
交
総
連

Ｋｍ
労
働

組
合
だ
け
で
す
。

タ
ク
シ
ー
会
社

で

こ
の
事
業
を
行

っ
て

い
る
組
合

は
自
交
総

連
傘

下

の
組
合

で
も
、

日
本
交
通
労
働
組
合

と

Ｋｍ
労
働
組
合
だ
け

で
す
。

（
他

の
タ
ク

シ
ー
会
社
は
定
時
制
な

ど
で
対
応
し
て
い
ま
す
）

私
達
Ｋｍ
労
働
組
合
は

高
齢
者
の
継
続
的
再
雇

用
に
対
し
て
先
進
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
組
合

で
す
。「派
遣
」
と

「供
給
ピ

の
違
い
は
管
理

・
統
制

の
し
か
た
で
す
。

ど
ち
ら
も
何
ら
か
の

方
法
で
自
己
の
管
理
下

に
あ
る
労
働
者
を
他
人

の
指
揮

・
命
令
に
従
わ

せ
て
使
用
さ
せ
る
と
い

う
点
で
は
同
じ
も
の
で

す
。労
働
者
供
給
事
業
は

供
給
元

（労
働
組
合
）

と
労
働
者

（労
供
で
働

く
人
）
と
支
配
関
係
が

存
在
し
ま
す
。

供
給
元

（労
働
組
〈
こ

と
供
給
先

（会
社
／
国

際
自
動
車
）
は
供
給
契

約
を
結
び
ま
す
。

（
Ｋｍ
労
働
組
合
と
国
際

自
動
車
側
は
供
給
契
約

を
結
ん
で
い
ま
す
）

供
給
先

（会
社
／
国

際
自
動
車
例
）
と
労
働

者

（労
供
で
働
く
人
）

は
雇
用
関
係
が
生
じ
、

指
揮
命
令
関
係
が
生
じ

ま
す
。
労
供
労
働
者
と

し
て
、
労
働
協
約
上
の

関
係
が
生
じ
ま
す
。

一
方
、
派
遣
は
派
遣

元

（派
遣
会
社
）
と
労

働
者
に
は
雇
用
関
係
が

あ
り
ま
す
。

派
遣
先
と
派
遣
労
働

者
は
指
揮
命
令
関
係
だ

け
に
な
り
ま
す
。

自
己
の
管
理
下
に
あ

る
労
働
者
を
他
人
の
指

揮

・
命
令
に
従
わ
せ
る

と
言
う
観
点
で
は
同
じ

で
す
が
、
派
遣
で
は
派

遣
労
働
者
と
派
遣
会
社

は
雇
用
と
言
う
統
制
関

係
に
あ
る
の
で
強
制
的

に
な
り
ま
す
。

営
利
が
目
的
な
の
で

一雇
用
に
よ
り
支
配
従
属

関
係
が
生
ま
れ
ま
す
。

労
働
組
合
と
供
給
労

働
者
の
間
に
は
営
利
事

業
で
は
な
い
の
で
中
間

搾
取
も
存
在
し
ま
せ
ん
。

組
合
員
を
供
給
す
る

の
で
統
制
と
は
労
働
組

合
の
規
約
に
基
づ
い
た

民
主
的
な
も
の
で
、
強

圧
的
な
統
制
と
は
無
縁

の
も
の
で
す
。

左
記
図
表
で
関
係
を

表
し
ま
す
。

労働者供給事業

雇用関係

指揮命令関係

労働者派遣
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